
「（仮称）すいたの自然２０２１」について 

１ 目的 

今年度から来年度の２か年をかけて、新たに本市の自然環境についての調査を行い、報告書（「（仮

称）すいたの自然 2021」）を作成する予定です。過去に２度、同様の調査を行っており、今回が

３回目の調査となります。また、生物多様性の保全について、市民の意識向上、また、具体的に施

策を推進するための検討が必要となっています。生物多様性保全施策検討のための基礎資料として

自然環境調査を行うとともに、その調査結果を踏まえた市民参画による効果的な生物多様性保全施

策の検討を行います。 

 

２ 調査スケジュールと概要 

 

 

■各調査 

（1）詳細調査・・・市内の代表的な地区を選定し、調査を行う。 

 

 

 

 

（2）指標種調査・・・市民団体と協働し、貴重な動植物等に着目した調査

を行う。 

（3）全域調査・・・インターネットを活用し、市民から広く生物の情報

■文献調査 

既存資料を基に、吹田市内に生息・生育する動植物の情報収集や淀

川流域における吹田市の位置づけについての整理を行う。 

植生分布調査 

相観植生図の作成 

■市民団体等からの意見聴取等 

本市の自然環境等に精通する有識者や学識経験者、市民団体にヒア

リングを行い、市内の動植物に関する情報や調査への協力の可否、調

査方法や内容に関する意見を聴取する。 

■経年分析 

過年度調査結果と比較を行い、吹田市の自然環境の変化を把握、整理する。 

植物調査 

植物相、植物群落調査 

動物調査 
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■レッドリスト・ブラックリストの作成 

吹田市内で見られる貴重な動植物、特定外来生物について生息・生

育環境毎にリスト化する。 

■生物多様性保全施策の検討 

調査結果を踏まえ、生物多様性保全施策の検討を行う。 

■報告書とりまとめ 

各調査結果を整理し、各年度ごとに、報告書として取りまとめる。 

■冊子等のデザイン検討 

報告書の内容を市民にわかりやすいよう「すいたの自然 2021」と

して、とりまとめる。 
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